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札幌市分別収集計画 

 

１ 計画策定の意義 

これまで、我が国においては、大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会経済・ライフス

タイルにより、多くの物質的豊かさを享受してきたが、この豊かな社会は、地球温暖化

やオゾン層の破壊など地球環境への悪影響や限りある資源の浪費、増大するごみ処理経

費や最終処分場の確保など、さまざまな問題を引き起こしてきたのも事実である。 

本計画は、このような課題に対応していくため、容器包装に係る分別収集及び再商品

化の促進等に関する法律（以下「法」という。）第８条に基づいて、一般廃棄物の多くを

占める容器包装廃棄物を分別収集し、地域における容器包装廃棄物の３Ｒ（リデュース・

リユース・リサイクル）を推進し、最終処分量の削減を図る目的で、市民・事業者・行政

それぞれの役割や具体的な推進方策を明らかにするとともに、これを公表することによ

り、すべての関係者が一体となって取り組むべき方針を示したものである。 

本市は、平成 20 年３月に策定した一般廃棄物処理基本計画である「スリムシティさっ

ぽろ計画」に基づき、平成 21 年７月に家庭ごみ有料化や「雑がみ」「枝・葉・草」など

を含む「新ごみルール」を実施した結果、市民一人ひとりの取組が結実し、大幅なごみ

の減量に成功した。 

しかしながら、「燃やせるごみ」（可燃ごみ）の中には、未だに多くの資源物が出され

ていることから、平成 30 年３月に策定した「新スリムシティさっぽろ計画」において、 

３Ｒのうち、２Ｒ（リデュース・リユース）を優先しながら、分別・排出ルールの取組を

推進し、紙類や容器包装プラスチックについての適正排出をより一層促進していくこと

としている。 

 

２ 基本的方向 

本計画は、新スリムシティさっぽろ計画との整合をもとに、循環型社会の構築を目指

すものと位置づけられることから、その基本的な方向は、新スリムシティさっぽろ計画

の基本方針を準拠のうえ、以下の点のバランスを取りながら、ごみ減量・リサイクルの

推進に取り組んでいくものとする。 

⑴ 環境 

２Ｒの取組と資源化推進によって、環境負荷が可能な限り少ない社会を目指す 

⑵ 協働 

  市民・事業者・行政の連携による、ごみ減量・リサイクルの取組推進を目指す 

⑶ 安心 

   だれもが安心してごみ出しできる体制を目指す 

 ⑷ 効率 

費用対効果を考慮し、コストの最適化を目指す 

 

３ 計画期間 

本計画の計画期間は、令和５年４月を始期とする５年間とし、令和７年度に見直す。 
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４ 対象品目 

本計画は、容器包装廃棄物のうち、スチール製容器、アルミ製容器、ガラス製容器（無

色・茶色・その他）、飲料用紙製容器、段ボール、ペットボトル及びプラスチック製容器

包装を対象とする。 

 

５ 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第８条第２項第１号） 

 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 

容器包装廃棄物 112,800ｔ 112,400ｔ 111,700ｔ 111,100ｔ 110,600ｔ 

 

６ 容器包装廃棄物の排出の抑制のための方策に関する事項（法第８条第２項第２号） 

以下に掲げる施策を通して、容器包装廃棄物の排出抑制に努めるものとする。 

⑴ ごみ減量アクションプログラム支援事業(さっぽろスリムネット事業) 

市民・事業者・行政（市）が協働でごみ減量に取り組むために設立した「札幌ごみ

減量実践活動ネットワーク（さっぽろスリムネット）」において、スーパーマーケッ

ト事業者と協力してダンボール回収拠点づくりを支援する。また、海洋プラスチック

ごみ問題に関する、パネル展示、紙芝居の作成、講演会等を通じて使い捨てプラスチ

ック容器包装削減のための普及啓発を進める。 

⑵ 海洋プラスチックごみ削減に向けた取組の推進 

  世界的に問題となっている海洋プラスチックについて、札幌市は、直接、海と接し

てはいないが、河川等を通じて海洋汚染を生じさせることがないとは言えないことか

ら、プラスチックごみ削減に向けて取り組む必要がある。 

取組として、レジ袋有料化をはじめとする事業者の取組を支援し、より一層のレジ

袋削減を進めるため、「レジ袋削減に向けた取組みに関する協定」を事業者・消費者団

体などと締結（令和４年４月現在、10 事業者、７団体）している。 

⑶ 出前講座などの普及啓発事業 

市民及び事業者に対して、ごみの減量や３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）

の普及啓発に努め、出前講座を実施するほか、児童を対象とした出前教室の充実を図

る。 

⑷ 集団資源回収奨励金制度 

古紙類、びん類、金属類及び布類を集団で回収する町内会や PTA などの地域住民団

体に対し、回収量 1 ㎏あたり３円を交付する。また、基準年の回収量と比較して、回

収量全体が増加した場合は増加量１kg あたり３円、びん・金属・布の３品目の回収量

の合計が増加した場合は増加量１kg あたり７円の加算金を交付する。回収業者に対し

ては、新聞を除き、回収量１kg あたり段ボール・布類は４円、その他の品目は１円を

交付する。 

⑸ 古紙拠点回収事業 

家庭系の古紙類の回収を促進するため、区役所等19か所に設置した古紙回収ボック

スや、市内162か所の古紙回収協力店、古紙を回収するコンビニエンスストア（セイ

コーマート）に加え、地域住民管理型回収ボックス（エコボックス）の普及を図る。
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また、事業系の古紙の回収を促進するため、民間古紙回収協力店53か所で古紙を回収

する。 

 ⑹ 地区リサイクルセンター事業 

   古紙や雑がみ、びん・缶・ペットボトル、一升びん・ビールびん、容器包装プラス

チックなどを含めたさまざまな種類の資源物等を無料で持ち込める回収拠点４か所を

運営する。 
 ⑺ 家庭系古紙引取案内 

個人宅からの古紙回収申込に対して訪問して回収する協力業者の案内を行う。 

⑻ 事業系資源ごみ回収促進支援事業 

「見える化システム」を使用し、実績報告書や開封調査のデータ解析から、廃棄物

の排出状況やリサイクルの余地等について「見える化」し、事業者個々にあった具体的

なごみ減量・リサイクル活動の支援・啓発を行う。 

⑼ 「リサイクルプラザ」「リユースプラザ」事業 

リサイクルプラザ・リユースプラザにおいて、ごみの減量及び資源化の推進に関す

る情報の提供や各種講座・体験教室を実施する。 
⑽ 資源物適正排出に係る啓発の実施 

容器包装プラスチックの適正排出を啓発するパンフレットをホームページで公開す

るほか、出前講座等で配布する。 

⑾ クリーンさっぽろ衛生推進協議会への支援 

札幌市を清潔で住みよい街にするため、環境美化、環境衛生、ごみ減量・リサイク

ルの推進など、地域に根ざした主体的な活動を行う住民ボランティア団体であるクリ

ーンさっぽろ衛生推進協議会の活動を支援する。 

⑿ クリーンキャンペーンの実施 

5 月 30 日の「ごみゼロの日」キャンペーンを各区のクリーンさっぽろ衛生推進協議

会の協力を得て実施する。 
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７ 分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に係

る分別の区分（法第８条第２項第３号） 

分別収集するために必要な機材や人員等の確保、選別するための処理設備の整備状況

等を勘案して定めた収集に係る区分は、以下のとおりとする。 

分別収集する容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別の区分 

主としてスチール製の容器 

びん・缶・ペットボトル 

主としてアルミ製の容器 

主としてガラス製の容器 

無色のガラス製容器 

茶色のガラス製容器 

その他のガラス製容器 

主としてポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）製の容

器であって飲料又はしょうゆ等を充てんするためのも

の 

主としてプラスチック製の容器包装であって上記以外

のもの 
容器包装プラスチック 
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８ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び法第２条

第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み（法第８条第２項第４号） 

 

 

  

単位：ｔ

主としてスチー
ル製の容器

主としてアルミ
製の容器

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

3,500 0 3,400 0 3,300 0 3,200 0 3,100 0

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

3,200 0 3,100 0 3,000 0 2,900 0 2,800 0

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

3,500 0 3,500 0 3,500 0 3,500 0 3,500 0

主として紙製の
容器包装であっ
て飲料を充てん
するためのもの
（原材料として
アルミニウムが
利用されている
ものを除く）

主として段ボー
ル製の容器

主として紙製の
容器包装であっ
て上記以外のも
の

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

8,600 0 8,600 0 8,500 0 8,500 0 8,500 0

（引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量） （引渡量） （独自処理量）

27,900 0 27,800 0 27,800 0 27,700 0 27,600 0

27,700 27,600

8,500

主としてプラス
チック製の容器
包装であって上
記以外のもの

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）

27,900 27,800 27,800

主としてポリエ
チレンテレフタ
レート（ＰＥ
Ｔ）製の容器で
あって飲料又は
しょうゆその他
主務大臣が定め
た商品を充てん
するためのもの

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）

8,600 8,600 8,500 8,500

10,400 10,400 10,400 10,400 10,300

－ － － － －

160 150 150 140 130

2,900 2,800

その他のガラス
製容器

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）

3,500 3,500 3,500 3,500 3,500

3,100

茶色のガラス製
容器

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）

3,200 3,100 3,000

無色のガラス製
容器

（合計） （合計） （合計） （合計） （合計）

3,500 3,400 3,300 3,200

2,100 2,100 2,100 2,100 2,100

4,300 4,300 4,300 4,300 4,300

５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度
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９ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装

リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込みの算定方法 

特定分別基準適合物等の量及び容器包装リサイクル法第２条第６項に規定する主務省

令で定める量の見込みは、直近３年度の分別基準適合物等の収集、引渡実績及び人口変

動率を勘案し、設定した。 

 

10 分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第８条第２項第５号） 

分別収集する容器包装廃棄物の種類、分別の区分、収集・運搬の主体、選別・保管等の

主体は以下のとおりとする。 

容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別の区分 
収集・運搬 

段階 

選別・保管 

段階 

缶 

スチール製容器 

びん・缶・ペットボトル 

市による 

指定日収集 

（直営・委託） 
委託業者 

アルミ製容器 

び
ん 

無色のガラス製容器 

茶色のガラス製容器 

その他のガラス製容器 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

ペットボトル 

その他プラスチック製容器 容器包装プラスチック 

市による 

指定日収集 

（委託） 

 

11 分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（第８条第２項第６号） 

分別収集を実施するに当たっての分別収集対象品目ごとの収集・運搬・処理方法など

は、表１に示すとおりとする。 

また、実施に当たって、具体的に供する施設を表２に示す。 

【表１】 

分別収集する容器 

包装廃棄物の種類 

収集に係る 

分別の区分 

収集 

容器 
収集車 中間処理 

缶 

スチール製容器 

びん・缶・ペ

ットボトル 

袋 

パッカー車 
資源選別センター 

（市内２カ所） 

アルミ製容器 

び
ん 

無色のガラス製容器 

茶色のガラス製容器 

その他のガラス製容器 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

ペットボトル 

その他プラスチック製 

容器 

容器包装 

プラスチック 

パッカー車、 

プレスパッカー車 

プラスチック選別

センター 

（市内１カ所） 

（次ページにつづく） 
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【表２】 

施設の種別 

対象とする容器 

包装廃棄物等の 

種類、量等 

施設等の仕様（形状、形式、 

能力、数量等）及び整備計画 
管理主体等 

【排出段階】 

１ 排出容器 

 

びん・缶・ペッ

トボトル、その

他プラスチック 

（仕様） 

中身の識別できる程度の透明度

を有する袋 

市民 

２ 集積場所 同上 既存のごみステーションの利用 市民 

【運搬段階】 

１ 専用車両 

(1) パッカー車 

びん・缶・ペット

ボトル、その他プ

ラスチック 

（仕様） 

荷箱容量：８㎥ 
市 

（直営及び委託） 

(2) プレスパッカー車 その他プラスチ

ック 

（仕様） 

荷箱容量：８㎥ 

市 

（委託） 

【中間処理段階】 

１ 

資源選別センター 

(1) 選別・圧縮設備 

 

 

 

 

 

(2) ストックヤード 

びん・缶・ペット

ボトル 

（整備状況） 

平成 10 年９月竣工 

（仕様） 

主要機能：計量機、破袋機、磁選

機、ふるい機、風力選別機、ア

ルミ選別機、びん破砕機、集じ

ん機、圧縮機、圧縮梱包機など 

能力：110t/日(中沼） 

77t/日(駒岡） 

（仕様） 

形状：上屋付ストックヤード 

最大貯留量：5,497 ㎥（中沼） 

2,183 ㎥（駒岡） 

（一財）札幌市

環境事業公社 

２ 

プラスチック 

選別センター 

(1) 選別・圧縮設備 

 

 

 

 

 

(2) ストックヤード 

 

 

その他プラスチ

ック 

（整備状況） 

平成 12 年 6 月竣工 

（仕様） 

主要機能：計量設備、受入ステー

ジ、受入コンベア、破袋機、回

転ふるい機、磁選機、振動ふる

い機、アルミ選別機、手選別コ

ンベア、圧縮梱包機など 

能力：82.6t/日 

（仕様） 

形状：2 層式貯留ステージ 

最大貯留量：314.6ｔ 

市 

（委託） 
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12 その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項 

「燃やせるごみ」の中に、未だ、古紙や雑がみ、容器包装プラスチックが多く混入し

ているため、更なるごみの減量・リサイクル推進のため、紙類と容器包装プラスチック

の適正排出を推進していく。 

また、集団資源回収の更なる促進より多くの市民が参加できるよう、集団資源回収に

参加していない共同住宅を抱えている地域（町内会等）に対して、清掃事務所が必要に

応じてコーディネートを行うなど、一層の集団資源回収を利用しやすい環境づくりを進

める。 


